
◎肥料取締法の一部を改正する法律 
（令和元年一二月四日法律第六二号）   

一、 提案理由（令和元年一一月一三日・衆議院農林水産委員会） 

○江藤国務大臣 肥料取締法の一部を改正する法律案につきまして、その提案の理由及

び主要な内容を御説明申し上げます。 

 肥料取締法は、農業生産力の維持増進に寄与するとともに、国民の健康の保護に資す

ることを目的として、肥料について登録、届出の制度等を設けているところであります。 

 世界的な肥料の需要の高まりの中で、国内の低廉な堆肥や産業副産物の活用を進める

ため、これらを安心して使用できるよう、肥料の品質管理を進めることが重要でありま

す。また、施肥の効率化等の農業現場の需要に柔軟に対応した肥料を提供していくこと

が求められております。 

 こうした観点から、産業副産物等の肥料原料を管理する制度を導入するとともに、肥

料の配合に関する規制を見直すほか、肥料の表示基準の整備等の措置を講ずることとし、

この法律を提出した次第であります。 

 次に、この法律案の主要な内容につきまして、御説明申し上げます。 

 第一に、肥料の原料管理制度の導入についてであります。 

 農林水産大臣は、肥料に使うことができる原料の範囲の規格を定めるとともに、肥料

業者は、肥料に使用した原料を帳簿に記載しなければならないこととしております。ま

た、肥料の原料に関する虚偽の宣伝を禁止することとしております。 

 第二に、肥料の配合に関する規制の見直しであります。 

 普通肥料と特殊肥料を配合した肥料及び肥料と土壌改良資材を配合した肥料について、

新たに届出による生産を可能とするとともに、肥料の配合に伴う造粒等の加工を行った

肥料について、登録を不要とし、届出による生産を可能とすることとしております。 

 第三に、肥料の表示基準の整備であります。 

 農林水産大臣は、肥料の効果の発現時期等の、肥料の品質や効果に関する表示の基準

を定めることができることとしております。 

 以上が、この法律案の提案の理由及び主要な内容であります。 

 何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御可決いただきますようお願い申し上げます。 

二、衆議院農林水産委員長報告（令和元年一一月二一日） 

○吉野正芳君 ただいま議題となりました法律案につきまして、農林水産委員会におけ

る審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、最近における肥料を取り巻く諸情勢の変化に鑑み、肥料の品質の確保及び肥

料生産等に関する規制の合理化を図るため、肥料の公定規格に使用される原料について

の規格を追加するとともに、届出により普通肥料と特殊肥料を配合した肥料の生産を可

能とするほか、肥料の表示基準の整備等の措置を講ずるものであります。 

 本案は、去る十一月十二日本委員会に付託され、翌十三日江藤農林水産大臣から提案



理由の説明を聴取し、昨二十日質疑を行いました。質疑終局後、採決いたしましたとこ

ろ、本案は全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 

 なお、本案に対し附帯決議が付されました。 

 以上、御報告申し上げます。 

〇附帯決議（令和元年一一月二〇日） 

 世界的に肥料需要が高まる中で、将来にわたる肥料の安定供給のためには、国内で発

生する低廉な堆肥や産業副産物由来の原料の活用を進めることが重要とされている。ま

た、農地土壌について、地力の低下や塩基バランスの崩れ等が懸念される状況にあるこ

とから、肥料に関し、品質の確保はもとより農業現場の需要に柔軟に対応した供給を行

うことが求められている。 

 よって、政府は、本法の施行に当たり、左記事項の実現に万全を期すべきである。 

     記 

一 原料のリスト化に伴う公定規格の見直しに当たっては、土壌の改善、資源循環等の

メリットを有する産業副産物由来の原料の有効利用に留意すること。その際、肥料原

料に係る有害物質の除去・混入防止をはじめ、肥料の品質及び安全性確保のための実

効性ある監視体制を整備すること。 

二 肥料の原料についての帳簿への記載の義務化については、違反事例がある場合等に

おける迅速な入手経路の把握及び対応が行えるよう、トレーサビリティの実効性を確

保すること。 

三 普通肥料の表示基準の策定及び保証票の記載内容の見直しについては、農業者の利

便性を向上させ、施肥に有用な情報の提供を充実することを旨として行うとともに、

併せて原料構成の変更に伴う保証票の作り直し等に係る生産業者の負担軽減について

も配慮すること。 

四 肥料の登録及び届出の手続については、電子化する等により、一層の合理化を図る

こと。 

五 地力の増進、収量の増加等、農業生産力を強化するため、土壌診断に基づく適切な

土づくりの促進を図ること。また、土づくりに重要とされる堆肥をはじめとする特殊

肥料の利用拡大に向け、耕種農家のニーズ等に対応した堆肥の高品質化を図るととも

に、家畜排せつ物の地域偏在や輸送等の課題を解消するために必要な措置を講じるこ

と。 

六 題名を含めた抜本的見直しを内容とする本法について、肥料の品質の確保及び農業

者のニーズに柔軟に対応した肥料生産等の推進の観点から行われるものであることを

周知徹底するとともに、施行に伴い、農業経営の安定に資する安価で高品質な肥料の

供給促進を図り、農業者への新たな負担や肥料の製造・流通段階での混乱が生じない

ようにすること。 

 右決議する。 



三、参議院農林水産委員長報告（令和元年一一月二七日） 

○江島潔君 ただいま議題となりました法律案につきまして、農林水産委員会における

審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、肥料の品質の確保及び肥料生産等に関する規制の合理化を図るため、肥

料の原料管理制度を導入するとともに、肥料の配合に関する規制を見直すほか、肥料の

表示基準を整備する等の措置を講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、原料管理制度の導入に当たり肥料の安全性を担保する必要性、

産業副産物を原料とする肥料の利用拡大に向けた取組、肥料の価格動向と価格引下げに

向けた取組等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承知願いま

す。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 なお、本法律案に対して附帯決議を行いました。 

 以上、御報告申し上げます。 

〇附帯決議（令和元年一一月二六日） 

 世界的に肥料需要が高まる中で、将来にわたる肥料の安定供給のためには、国内で発

生する低廉な堆肥や産業副産物由来の原料の活用を進めることが重要とされている。ま

た、農地土壌について、地力の低下や塩基バランスの崩れ等が懸念される状況にあるこ

とから、肥料に関し、品質の確保はもとより農業現場の需要に柔軟に対応した供給を行

うことが求められている。 

 よって、政府は、本法の施行に当たり、次の事項の実現に万全を期すべきである。 

一 原料のリスト化に伴う公定規格の見直しに当たっては、土壌の改善、資源循環等の

メリットを有する産業副産物由来の原料の有効利用に留意すること。その際、肥料原

料に係る有害物質の除去やその混入及び濃縮の防止をはじめ、肥料の品質及び安全性

確保のための実効性ある監視体制を整備すること。 

二 肥料の原料についての帳簿への記載の義務化については、違反事例がある場合等に

おける迅速な入手経路の把握及び対応が行えるよう、トレーサビリティの実効性を確

保すること。 

三 普通肥料の表示基準の策定及び保証票の記載内容の見直しについては、公正性や透

明性を確保した手続により行うこと。また、農業者の利便性を向上させるとともに、

海外輸出向けの生産や有機農業等のより詳細な情報を必要とする生産を行う農業者へ

の情報提供をはじめ、施肥に有用な情報の提供を充実することを旨として行うこと。

さらに、原料構成の変更に伴う保証票の作り直し等に係る生産業者の負担軽減につい

ても配慮すること。 

四 肥料の登録及び届出の手続については、電子化する等により、一層の合理化を図る

こと。 



五 地力の増進、収量の増加等、農業生産力を強化するため、土壌診断に基づく適切な

土づくりの促進を図ること。また、土づくりに重要とされる堆肥をはじめとする特殊

肥料の利用拡大に向け、耕種農家のニーズ等に対応した堆肥の高品質化を図るととも

に、家畜排せつ物の地域偏在や輸送等の課題を解消するために必要な措置を講じるこ

と。 

六 ＣＳＦ（豚コレラ）の防疫のための流通制限により、豚の排せつ物を利用した堆肥

の確保が困難となる事例が生じていることに鑑み、その供給や流通に関する情報の収

集・提供等、必要な措置を講じること。 

七 題名を含めた抜本的見直しを内容とする本法について、肥料の品質の確保及び農業

者のニーズに柔軟に対応した肥料生産等の推進の観点から行われるものであることを

周知徹底するとともに、施行に伴い、農業経営の安定に資する安価で高品質な肥料の

供給促進を図り、農業者への新たな負担や肥料の製造・流通段階での混乱が生じない

ようにすること。 

  右決議する。 

 


